
まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

基本事業 事業実施主体

事務事業 事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 事務事業の類型

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

成
果
指
標
②

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

（目標達成度）

（目標達成度）

高松市事務事業評価表 【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

事
業
の
概
要

種別

目標値

実績値

種別

目標値

実績値

（達成度）

（達成度）

【コストの推移】

指標名 単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

【評価】

評価ランク 今後の方向性

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】（評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針を具体的に記入）

（Ａ～Ｄ） （拡充、継続、改善継続、縮小、廃止）
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1

健やかにいきいきと暮らせるまち

支え合い、自分らしく暮らせる福祉社会の形成

地域包括ケアシステムの構築

住まいの整備・充実

高齢者住宅改造助成事業

健康福祉局

長寿福祉課

087-839-2346

市

平成 年度～28

高齢者住宅改造助成件数 件

高齢者住宅改造助成を行なった高齢者率 ％

平成 年度（ 年度決算分）30 29

H27 H28 H29 H30

H27 H28 H29 H30

H30H29H28H27

日常生活で介助を要する寝たきりなどの高齢者が、自宅において暮らしやすい生活ができるように住宅の改造をする場合、対象
工事費の一部を助成することにより、当該高齢者の在宅生活を支援するとともに、介助する者の負担の軽減を図る。

日常生活で介助を要する寝たきりなどの高齢者が、自宅において暮らしやすい生活ができるように住宅の改造をする場合、対象

介助を必要とする寝たきりなどの高齢者

介助を必要とする高齢者の在宅生活を支援するとともに、これらの者を介助する者の負担の軽減を図る。

高齢者数は増加しているが、一般住宅等にお
いてバリアフリー化が進んでいるため、助成
件数は減少していることなどから、目標値を
達成できなかった。

平成 年度35

H30

H30

H30

年度30 工事費の一部を助成することにより、当該高齢者の在宅生活を支援するとともに、介助する者の負担の軽減を図る。

％52.9

点18

平成 年度（決算）27 平成 年度（決算）28 平成 年度（決算）29 平成 年度（予算）30

17,923 10,637 11,884 10,591

9,478 5,141 6,573 5,280

8,445 5,496 5,311 5,311

Ｄ 縮小

前年度を上回る助成を行ったが、一般住宅等でバリアフリー化が進んでいることなどから、想定する助成件数には至らなかった。

事業内容について、平成３０年度より所得要件に関する見直しを行った。今後類似したサービスとの関係を見極めながら、当事業の必要性を
検討する必要がある。
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

基本事業 事業実施主体

事務事業 事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 事務事業の類型

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

成
果
指
標
②

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

（目標達成度）

（目標達成度）

高松市事務事業評価表 【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

事
業
の
概
要

種別

目標値

実績値

種別

目標値

実績値

（達成度）

（達成度）

【コストの推移】

指標名 単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

【評価】

評価ランク 今後の方向性

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】（評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針を具体的に記入）

（Ａ～Ｄ） （拡充、継続、改善継続、縮小、廃止）
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健やかにいきいきと暮らせるまち

支え合い、自分らしく暮らせる福祉社会の形成

地域包括ケアシステムの構築

住まいの整備・充実

高齢者住宅等安心確保事業

健康福祉局

長寿福祉課

087-839-2346

市

平成 年度～28

②ソフト事業（法律による実施義務無）

生活援助員勤務日数 日

生活援助員への相談件数 件

平成 年度（ 年度決算分）30 29

H27 H28 H29 H30

H27 H28 H29 H30

H30H29H28H27

高齢者の安否確認や生活相談等を実施するための計画づくりを行い，高齢者世話付住宅（シルバーハウジング）への生活援助員
の派遣や関係機関等との連携および各種資源を活用することにより，高齢者の安心を確保する。また、毎年１回、高齢者住宅等
安心確保連絡協議会を開催し、生活援助員の質の向上に努めている。

高齢者の安否確認や生活相談等を実施するための計画づくりを行い、高齢者世話付住宅（シルバーハウジング）への生活援助員

シルバーハウジングの入居者

シルバーハウジングの入所者が、自立して安全かつ快適な生活を営むことができる。

生活相談員による入居者への生活相談等を実
施することにより、入居高齢者の安心を確保
することができており、目標を概ね達成する
ことができた。

平成 年度35

H30

H30

H30

年度30 の派遣や関係機関等との連携及び各種資源を活用することにより、高齢者の安心を確保する。

％87.1

点30

平成 年度（決算）27 平成 年度（決算）28 平成 年度（決算）29 平成 年度（予算）30

10,319 21,687 21,031 20,610

8,860 9,125 8,892 8,471

1,459 12,562 12,139 12,139

Ａ 改善継続

事業開始当初に比べ入居者の高齢化が進み、支援の必要な人が増加している。生活援助員だけでなく、医療、介護、福祉等の関係機関との連
携を含めた地域全体での一体的な取り組みが必要となってきている。

平成３０年度に社会福祉法人への委託方法の見直しを行ったが、地域包括ケアの観点から、高齢者の住宅を確保し、生活を支援する必要があ
るため、今後とも効果的な事業の実施に努める。
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

基本事業 事業実施主体

事務事業 事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 事務事業の類型

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

成
果
指
標
②

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

（目標達成度）

（目標達成度）

高松市事務事業評価表 【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

事
業
の
概
要

種別

目標値

実績値

種別

目標値

実績値

（達成度）

（達成度）

【コストの推移】

指標名 単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

【評価】

評価ランク 今後の方向性

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】（評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針を具体的に記入）

（Ａ～Ｄ） （拡充、継続、改善継続、縮小、廃止）
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健やかにいきいきと暮らせるまち

支え合い、自分らしく暮らせる福祉社会の形成

地域包括ケアシステムの構築

住まいの整備・充実

軽費老人ホーム事務費補助事業

健康福祉局

長寿福祉課

087-839-2346

市

平成 年度～28

②ソフト事業（法律による実施義務無）

補助金を交付した施設数 施設

入所者実数 人

平成 年度（ 年度決算分）30 29

H27 H28 H29 H30

H27 H28 H29 H30

H30H29H28H27

社会福祉法人に対し、軽費老人ホームを運営するために必要な職員の給料、修繕費、委託料等を対象経費とし、社会福祉法人に
その一部を補助する。

社会福祉法人に対し、軽費老人ホームを運営するために必要な職員の給料、修繕費、委託料等を対象経費とし、社会福祉法人に

軽費老人ホームの入所者及び入所希望者

自立した日常生活を営むことについて不安を抱える高齢者が、収入に応じた低額な料金で、施設を利用できるよう
にすること。

軽費老人ホームを運営している全施設に対し
て補助金を交付することにより、収入に応じ
た低額な料金で入所者に施設を利用してもら
うことができており、概ね目標を達成してい
る。

平成 年度35

H30

H30

H30

年度30 その一部を補助する。

％98.6

点34

平成 年度（決算）27 平成 年度（決算）28 平成 年度（決算）29 平成 年度（予算）30

241,337 218,005 216,222 221,800

210,629 205,443 204,083 209,661

30,708 12,562 12,139 12,139

Ａ 改善継続

自立した日常生活を営むことについて、不安を抱える高齢者が、収入に応じた低額な料金で、施設を利用できている。

軽費老人ホームの運営補助に当たり、本市の他の老人福祉施設等の取扱いや県内他市町の動向を勘案した結果、平成３０年度から補助金の見
直しを図った。
今後も、効果的な事業の実施に努める。

542 556 556 556

548556

13 13 13 13



まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

基本事業 事業実施主体

事務事業 事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 事務事業の類型

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

成
果
指
標
②

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

（目標達成度）

（目標達成度）

高松市事務事業評価表 【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

事
業
の
概
要

種別

目標値

実績値

種別

目標値

実績値

（達成度）

（達成度）

【コストの推移】

指標名 単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

【評価】

評価ランク 今後の方向性

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】（評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針を具体的に記入）

（Ａ～Ｄ） （拡充、継続、改善継続、縮小、廃止）
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健やかにいきいきと暮らせるまち

支え合い、自分らしく暮らせる福祉社会の形成

地域包括ケアシステムの構築

住まいの整備・充実

老人福祉施設整備支援事業

健康福祉局

長寿福祉課

087-839-2346

市

平成 年度～28

③インフラ・施設等整備

補助金を交付した社会福祉法人数 法人

補助金を交付した老人福祉施設数 施設

平成 年度（ 年度決算分）30 29

H27 H28 H29 H30

H27 H28 H29 H30

H30H29H28H27

社会福祉法人が、老人福祉施設整備のため独立行政法人福祉医療機構から借入した償還に伴う利子に対し、下記の利率にて算出
された額を同法人へ補助する。
（平成１５年４月１日より、新規分の老人福祉施設整備事業に対する利子補給事業を廃止した。）
（１）年２％以内の利率（ただし、元金が５千万円を越える部分は，県の社会福祉施設整備促進事業補助金交付要綱に基づく利
率と市の利率（２％）を比較していずれか少ない方の利率とする。）

社会福祉法人が、老人福祉施設整備のため独立行政法人福祉医療機構から借入した償還に伴う利子に対し、高松市社会福祉法人

老人福祉施設を設置する社会福祉法人

老人福祉施設の整備を促進し、入所者の生活環境の向上を図る。

（２）合併町分については、合併町が行っていた利子補給率（金額）を適用する。

対象とする社会福祉法人からの申請を受け、
適切に事務処理を行い、補助金を交付し、目
標を達成した。

平成 年度35

H30

H30

H30

年度30 助成条例に基づいた利率にて算出された額を同法人へ補助する。

％100.0

点35

平成 年度（決算）27 平成 年度（決算）28 平成 年度（決算）29 平成 年度（予算）30

272,340 165,640 58,901 114,795

264,663 151,508 45,244 101,138

7,677 14,132 13,657 13,657

Ａ 継続

高齢者保健福祉計画における必要見込み量を満たす施設整備が行われており、施設の安定的な経営や入所者の生活環境の向上が図られている
。

平成１５年４月１日に社会福祉法人助成条例施行規則を改正し、新規事業分については廃止しており、償還が終了する予定の平成３６年度に
、本事業は廃止となる見込みである。
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